
　
　

県
庁
舎
L
E
D
照
明
導
入
事

業
に
つ
い
て
、
今
回
は
一
千
五
百

万
円
で
あ
る
が
、
将
来
、
ど
の
程

度
L
E
D
化
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

L
E
D
照
明
導
入
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
夏
の
電
力
不
足
対
策

と
し
て
県
民
や
中
小
企
業
者
の
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
促
進
、
家
庭
用

L
E
D
電
球
の
普
及
な
ど
、
県
の

省
エ
ネ
対
策
の
取
り
組
み
の
一
環

で
あ
る
。

　

県
庁
舎
の
場
合
は
、
直
管
形
蛍

光
灯
が
多
く
、
工
事
を
伴
い
初
期

投
資
が
高
額
に
な
る
た
め
、
今
後

は
、
庁
舎
の
改
修
等
に
併
せ
て
導

入
し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
災

害
復
旧
に
お
い
て
、
水
道
管
の
液

状
化
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

液
状
化
の
被
害
が
大
き
か
っ

た
浦
安
市
で
も
、
耐
震
化
さ
れ
た

主
要
管
路
に
被
害
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
主
要
管
路
以
外
の

枝
管
に
つ
い
て
も
、
耐
震
化
を
順

次
進
め
て
い
く
こ
と
が
有
効
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　　
　

今
の
放
射
線
量
を
今
後
も
受

け
続
け
た
場
合
、
県
民
の
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　

現
在
測
定
さ
れ
て
い
る
低
レ

ベ
ル
の
放
射
線
を
長
期
に
わ
た
り

受
け
た
場
合
の
健
康
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ

た
デ
ー
タ
が
な
い
。

　

特
に
、
放
射
線
へ
の
感
受
性
が

高
い
と
い
わ
れ
る
子
供
に
は
、
長

期
的
に
は
何
ら
か
の
影
響
が
及
ぶ

こ
と
が
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て

お
り
、
子
供
の
健
康
へ
の
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
方
法
を
国
に
対
し

て
、
早
急
に
検
討
し
、
公
表
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

県
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
で
き
る
か
、
情
報
収
集
に
努

め
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

こ
の
夏
の
電
力
需
要
を
抑
制

す
る
た
め
、
県
警
は
信
号
機
の
節

電
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

通
常
の
電
球
式
信
号
機
と
比

較
し
て
、
消
費
電
力
が
六
分
の
一

で
ま
か
な
え
る
L
E
D
信
号
灯
器

に
順
次
変
更
し
て
お
り
、
本
年
度

は
、
約
二
百
基
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
節
電
対
策
を
一
層
強
化

す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
整
備
拡
充

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

震
災
復
興
に
向
け
た
資
金
需

要
に
応
え
る
た
め
、
融
資
枠
を
拡

大
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
中
小
企

業
振
興
資
金
事
業
の
借
入
実
績
は
、

ど
の
程
度
伸
び
て
い
る
の
か
。

　
　

直
接
的
な
被
害
の
み
を
対
象

と
し
た
災
害
緊
急
対
策
枠
と
、
間

接
的
な
被
害
も
含
め
て
対
象
と
し

た
震
災
復
興
枠
を
合
わ
せ
た
融
資

実
績
は
、
五
月
末
で
百
七
件
、
約

二
十
二
億
五
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
信
用
保
証
協
会
の
速
報
で

は
、
六
月
二
十
四
日
ま
で
に
五
百

八
十
九
件
、
約
百
三
十
五
億
円
の

保
証
承
諾
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
、
毎
日
、
信
用
保
証
協

会
に
多
く
の
保
証
申
込
み
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
震
災
復

興
枠
の
融
資
は
増
大
し
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

水
産
物
の
放
射
性
物
質
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
実
施
し
て
い
る
が
、
震
災
か
ら

約
四
カ
月
経
過
し
、
銚
子
や
勝
浦

漁
港
へ
の
沖
の
回
遊
性
魚
種
の
水

揚
げ
等
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

検
査
を
進
め
て
き
て
い
る
か
。

　
　

県
で
は
、
水
産
庁
と
協
議
の

う
え
、
全
国
に
先
駆
け
て
三
月
二

十
三
日
か
ら
、
各
地
域
の
主
要
な

魚
介
類
を
選
定
し
、
検
査
し
て
い

る
。

　

六
月
三
十
日
ま
で
に
、
二
十
三

魚
種
、
延
べ
八
十
三
検
体
を
検
査

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
放
射
性
物

質
は
全
魚
種
で
不
検
出
、
又
は
暫

定
規
制
値
を
下
回
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
検
査
結
果
を
公
表
し
て
い

る
。

　

銚
子
や
勝
浦
に
水
揚
げ
さ
れ
る

カ
ツ
オ
、
サ
バ
な
ど
の
広
域
を
回

遊
す
る
魚
種
に
つ
い
て
は
、
カ
ツ

オ
は
週
一
回
、
イ
ワ
シ
、
サ
バ
は

週
三
回
の
ペ
ー
ス
で
検
査
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
国
や
漁
協
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
検
査
を
継
続
し
、

本
県
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
の
安
全

性
を
確
認
の
上
、
消
費
者
に
正
確

な
情
報
を
迅
速
に
発
信
し
て
い
き

た
い
。

　
　

谷
津
船
橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
に
係
る
委
託
契
約
の
経

過
と
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

本
事
業
の
施
工
箇
所
が
、
東

関
東
自
動
車
道
、
J
R
京
葉
線
と

交
差
す
る
こ
と
か
ら
、
走
行
車
両

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
工
事
を
安

全
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
管

理
者
で
あ
る
N
E
X
C
O
、
J
R

に
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

委
託
に
当
た
っ
て
は
、
協
定
を

締
結
し
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
た
出
来
形
見
込
額
で
年
度
ご

と
に
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　

高
等
学
校
の
進
学
指
導
重
点

校
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
学
区

に
一
校
ず
つ
指
定
さ
れ
て
お
り
、

効
果
も
出
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

進
学
指
導
重
点
校
に
つ
い
て

は
、
指
定
の
効
果
や
課
題
の
検
証

を
行
い
な
が
ら
、
現
在
、
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
後
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
進

学
実
績
や
学
区
全
体
の
中
学
生
の

進
路
に
及
ぼ
す
影
響
、
ま
た
、
地

域
の
特
性
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、

効
果
が
期
待
で
き
る
学
校
を
候
補

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

各常任委員会の各常任委員会の

主な質疑から主な質疑から

6月定例県議会
総
務
防
災
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

六
月
定
例
県
議
会

◆
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
関
係

（
二
件
）

▽
一
般
会
計

▽
特
別
会
計

◆
条
例
の
制
定

▽
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
設
置
管
理

条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
七
件
）

▽
千
葉
県
県
税
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
千
葉
県
地
方
港
湾
審
議
会
条
例
及

び
千
葉
県
環
境
影
響
評
価
条
例

▽
千
葉
県
立
鶴
舞
看
護
専
門
学
校
設

置
管
理
条
例
及
び
千
葉
県
立
野
田

看
護
専
門
学
校
設
置
管
理
条
例

▽
千
葉
県
港
湾
管
理
条
例

▽
千
葉
県
立
都
市
公
園
条
例

▽
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

◆
条
例
の
廃
止

▽
千
葉
県
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ

ー
ム
設
置
管
理
条
例

◆
そ
の
他
（
六
件
）

▽
契
約
の
締
結
（
二
件
）

▽
財
産
の
取
得

▽
訴
え
の
提
起

▽
専
決
処
分
の
承
認

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

▽
教
育
基
本
法
・
学
習
指
導
要
領
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
最
も
適

し
た
教
科
書
の
採
択
を
求
め
る
決

議
▽
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
充
実

強
化
に
関
す
る
意
見
書

▽
福
島
第
一
原
発
事
故
に
係
る
漁
業

等
風
評
被
害
の
追
加
認
定
を
求
め

る
意
見
書

▽
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
補
正

予
算
の
早
期
編
成
を
求
め
る
意
見

書
▽
警
察
官
の
増
員
に
関
す
る
意
見
書

▽
東
京
湾
環
状
道
路
の
早
期
整
備
を

求
め
る
意
見
書 

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

に
関
す
る
意
見
書 

▽
国
に
お
け
る
平
成
二
十
四
年
度
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

▽
福
島
県
以
外
の
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
所
等
に
お
け
る
放
射
線
量
の

安
全
基
準
値
及
び
対
応
策
の
早
期

設
定
を
求
め
る
意
見
書

▽
当
面
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る

意
見
書 

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
議
案

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

チーバくん

が

んば
ろう！千葉

9月21日（水）
22日（木）
23日（金）
24日（土）
25日（日）
26日（月）
27日（火）
28日（水）
29日（木）
30日（金）

10月  1日（土）
2日（日）
3日（月）
4日（火）
5日（水）
6日（木）
7日（金）
8日（土）
9日（日）
10日（月）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
15日（土）
16日（日）
17日（月）
18日（火）

月　　日 議　事　予　定 開議予定時間

平成23年9月定例県議会会期及び議事・委員会予定（素案）

※本案はおおよその日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議し最終決定します。

開会　知事提案理由説明 
議案調査のため休会 
秋分の日 
 
 
議案調査のため休会 
        〃 
質疑並びに一般質問 
        〃 
        〃 
 
 
質疑並びに一般質問 
        〃 
        〃 
委員会審査準備のため休会 
常任委員会 （環境生活警察•農林水産）
 
 
体育の日 
常任委員会 （総務防災•県土整備） 
        〃 （総合企画水道•文教） 
        〃 （健康福祉•商工労働企業）
委員会予備日のため休会 
 
 
総合調整のため休会
委員長報告等　採決　閉会

午前10時

午前10時
〃
〃

午前10時
〃
〃

午前10時

午前10時
〃
〃

午後  １時
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